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打 合 せ ・ 協 議 会 等 会 議 録 

１  会議名称 第１回朝日村行政改革推進本部会議・幹事会 会議録 

２   開催日 令和２年７月 17日（金） 

３   開催時間 午前９時 30分 ～ 午前 11 時 55分 

４   開催場所 朝日村役場 大会議室 

５   出席者 別紙のとおり 

６  委員会構成 参照：別紙名簿 

７  会議内容 下記のとおり 

８ 会議録（概要） 下記のとおり 

１ 開会（塩原総務課長） 

 それでは定刻となりましたので、ただいまから第１回朝日村行政改革推進本部会

議・幹事会を始めさせていただきます。 

 有識者の皆様におかれましては、ご多忙中のところお集まりいただきまして、誠に

ありがとうございます。 

 私は朝日村行政改革推進本部及び幹事会の事務局を務めさせていただきます、総務

課長の塩原と申します。よろしくお願いします。 

 さて、配付させていただきました資料でございます。中にございますけれど、朝日

村行政改革推進本部設置要綱第３条第２項によりまして、「本部長は、村長をもって

充て、副本部長は、副村長をもって充てる」と規定されておりますので、第５条によ

り「本部長が議長になる」とございます。そのため、自己紹介以降の進行につきまし

ては、本部長にお願いしたいと思います。 

 それでは続きまして、本部長である小林村長から挨拶申し上げます。 

 

２ あいさつ（小林村長） 

 おはようございます。仰々しい会議に見えるかもしれませんが、今日は、信州大学

の増原宏明准教授、塩尻森林公社の田中理事、この２人をお招きしてアドバイザー的

にこの会をサポートしていただくということになっております。 

 それで、あいさつというので、簡単にはと思ったのですが、事務局から村長、想い

を語ってくださいと事前に言われています。そのため、時間がどれくらいかかるか分

かりませんが、私の思いを気楽に聞いてもらいたいと思います。アドバイザーの先生

方には何言っているのかということもあるかもしれませんが、よろしくお願いしま

す。 

 仰々しいと言いましたが、この会議は行政改革推進本部、名のとおりですが、私は

30年もこの改革という言葉を使ってきているので、今更何だよという風に思うところ

は少しあります。改革という言葉を私はいままで簡単に使いすぎてきたなと、前の会

社のことも振り返りながら考えてみると、やれ改革しよう、やれ新しい重要年度がス

タートすると、今度こういう改革をしよう、基本そういう言葉を簡単に使いすぎたか
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なというのがいま思いとしてあります。 

 ここの改革推進本部というのは最終的に大綱にまとめることがゴールであります

ので、どの程度まで改革という言葉を表現していくのか、ちょっと私はまだゴールが

見えませんのでいけませんが、私の過去を振り返り、ちょっと真剣に取り組まなくち

ゃいけないなと、いままで簡単に改革という言葉を使い過ぎていたなという風に思い

ます。 

 じゃあ、どうしてっていうことを言います。皆さんはほぼ全員の方が新人から行政

に関わって、いまに至るということで、朝日村の役場の幹部に成長してきたというこ

とになります。私は民間企業に入っていて、そちらで商品の開発設計とか、商品をど

うやったら上手く作れるかということで、半分くらいは海外で飛び回っていたな、と

いう時代に、コンピューターとともに育ってきた時代です。 

 そのときには、改革という言葉が次のイノベーションを起こすとか、次の新しいこ

とをやるには非常に使いやすい言葉でした。最初は今から 40数年前ですかね、初め

てパーソナルコンピューターをつくるという段階においては、一生懸命ベーシックな

商品を使ってなにか作ろうという時代です。その後、ワードプロセッサにして、文章

を作っていこうという時代になってきて、それから、ＰＣ化をしようというのが 30

～40年くらい前、そしてそれが進んできて、インフォメーションテクノロジー、ＩＴ

という言葉となりました。今度ＰＣ化という言葉からＩＴという言葉が出てきて、そ

れがちょっと考えてみるとやっぱり 30年くらいになるんですかね。そうこうしてい

るうちに、ＩＣＴなんていう言葉が出てきて、いわゆるインフォメーションテクノロ

ジーにコミュニケーションを付け加えたというような言葉が出てきて、いまはＩoＴ、

いわゆるインターネットを使って全ての物事をつなげて効率化を図るなり、情報交換

するなり、コミュニケーションを図るというような言葉も出てきています。 

 いわゆる何のために改革をするのか、なんの大義があって改革をするのか、そんな

ことが、そういう言葉とともに時代のキーワードとともにその時代時代で改革という

言葉が使われたような気がします。 

 それでやっと我が朝日村では７月１日から電子化を進めようということで、いわゆ

るＰＣ化ですね。やっと。世の中では 20年 30年遅れている技術なんですね。 

 でも、今やらないと、このコロナ下の中で日本中が世界から取り残されているとい

うことにみんな気がついてきて。「今やらないと」ということ、こういうのが本当は

一つ一つの改革のテーマなのかもしれませんね。 

 ですから、そういった改革を進めるための拠り所の大綱を作るということなんです

が、大綱なんて誰でも作れますから、実際何を改革する、そのためにはどういう大綱

を作るのかというような、順序が逆でも私は良いと思うので、ぜひその辺をポイント

に今の自分の仕事を見直した場合にどういったことが改革になるのか、そしてそれに

合わせて大綱を合わせていくという手法が良いのではないかと私は思っています。 

 ただ具体的な内容っていうのはこれからみんなでぜひ活発な議論を進めて参りた

いと思います。そのときには、自分の城を壊すような風で行かないと、私は良いアイ
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デアが出ないと思います。自分の城を守るじゃなくて、壊すということでぜひお願い

したいと思います。 

 さて、もう少しプラスアルファしますと、皆さん自分の仕事で改革という大それた

ことを、面白いテーマをやってきた経験のある人は手を挙げて。 

【手をあげる人なし】 

 そうですよね、ないですね。私も実際ないです。改善の延長に過ぎないんですね。

さっきも少し言ったけど、時代とともにキーワード、その時代時代の時流に乗ってき

たとか、流行りだとか、またはスピード感を持ってだとか、そういう時流、その時々

の言葉を使ってみんなを鼓舞するための言葉に過ぎなかった。そういったことが多か

ったかなと今でも思っています。 

 ただ一つ一つ細かいことをやれば、あれも一つこれに繋がるな、という経験はあり

ますよ。その時にはさっき言ったように、自分を壊すということで言えば、ゼロベー

スでやるだとか、もしなにか目標をつけるなら、５パーセント、10パーセントという

段階ではなくて、半減するだとか、やっぱり大胆なことを考えていかないといけない

と思いますので、そこだけお願いして、まとまりのない挨拶ではありますが、今思っ

ている想いを述べさせていただきました。 

 みんな経験したことがないので、みんなでもってその経験をこのプロジェクトを中

心に作って行きたいと思っています。 

 大体そんなことを言おうと思ってきたのですが、もっと話したいこともあります

が、それは追々やります。そういった意味で、このプロジェクトはＳＣＯＰさんがう

まくサポートしてくれるということになっていますので、ＳＣＯＰさんのサポートが

ちょっとこれおかしいんじゃないのっていうことがあっても良いと思います。みんな

に想いを述べてもらいたいと思います。改革をするための大綱ということでよろしく

お願いします。 

 あいさつはこれくらいにしまして、続きまして、本題の議事に入っていきます。 

 それでは、今日は初めての会議ですから、ここにある名簿順に着座で結構でござい

ますから、簡単に自己紹介をしていただきたいと思います。 

 

３ 自己紹介 

小池副村長 

 副村長の小池と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は 10 月から県職員から転じてこちらにお世話になっているんですけれども、県

の部署でも行政改革の部署は当然ありまして、ただ名前は改革という言葉ではなく、

行政経営という言葉を使っています。コンプライアンス・行政経営課というところで、

いま行革的なことをやっているわけですが、先ほど村長のおっしゃったように、行革

という言葉は使い古されているのかな、ということがあって、いま県は改革から経営

の方に移ってきている状況です。 

 ただ残念なことに、私は行政経営課では仕事をしたことがありませんし、直接携わ
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ることもないということで、今回こういった大綱ということは初めてです。 

 朝日村の一番の問題は、行政改革と行政経営の指針というものが平成 24年を最後

になかったというところが問題で、その前は、行革的な意味の「自立計画」とか、そ

の後「行財政改革プラン」というものがあったわけですが、25年度以降なかったとい

うことで、ぜひここでしっかりこういったものを作って皆さんの意見で作り上げたい

と思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

増原准教授 

 増原と申します。信州大学経法学部で教員をやっています。 

 専門は医療経済学といって医療と経済を結びつけるということをやっておりまし

て、今回ＳＣＯＰの鷲見さんの方からお手伝いいただけないかという形で参加をさせ

ていただいております。 

 私は、今は信州大学に勤めているのですが、その前は広島県の私立の大学におり、

さらにその前は愛知県にある国立の研究所にいました。３つの組織を渡り歩いてきま

して、簡単に言いますと、どこも「改革」をやってきたということです。 

 どうなったかと言いますと、大体疲れてくる。もういいや、と。もう勘弁だとなっ

てきました。ですので、お手伝いできるとしたら、いかに実行可能性があるか、さら

に、改革することで良くなるためには、職員の皆さんが一生懸命やる気にならなけれ

ばいけない。私は経済学者の立場ですので、いかに前向きに仕事に取り組めるかだけ

を考えています。この会議で職員のみなさんの仕事が改善できるようにお手伝いでき

ればよいと考えています。なおかつ一番重要なのは、ミッションです。今日お配りに

なられた資料の中に基本構想と書いてあります。基本構想をきっちり実現できない改

革はまさに絵に描いた餅ですので、それを考えながらお手伝いさせていただければと

考えております。どうぞよろしくお願いします。 

 

田中理事長 

 皆さんおはようございます。塩尻市森林公社の田中速人と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 私でございますが、塩尻市役所を定年退職したあと、いま塩尻市の振興公社と森林

公社というものの経営に携わっております。 

 塩尻市役所時代でございますが、企画課の経験が長くて、今お話ございました総合

計画とか行政改革の関係に携わってまいりました。また、「えんぱーく」というのが

ちょうどこれで開館 10 周年になりますが、その開館準備にも携わってきました。 

 私、どちらかというと計画側でございまして、今、増原先生のお話でございました

総合計画と実施計画、あるいは予算編成というものをどうやってリンクしたら良いの

かを考えてきました。行政経営システムと塩尻市では呼んでいますが、そういうもの

を埋め込んできたつもりではあります。 

 ただ、埋め込んだまま出てきてしまった、退職してしまいましたので、その後のと
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ころを調べながらやっているところでございます。 

 また、企画課の時代では、朝日村さんと定例の交流会などというのもさせていただ

いて、実は山に松茸取りに伺ったというようなこともございまして、そんな思い出も

ございます。わずかな経験しかございませんが、少しでも役立つように努めて参りた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

百瀬教育長 

 教育長の百瀬と申します。よろしくお願いします。 

 私は教員をずっと 37 年やっておりまして、教育という世界はある意味では改革と

は一番遠い世界だなと思います。アナログ人間がみんな集まって人を相手に仕事をし

ているんですが、そういう生活をずっとやってきました。ところが、教育の世界も改

革というと本当に 10年くらい前からどんどん変わってきているのが今の現状です。 

 そういった意味で、学校教育、あるいは教育の社会というのが本当に変わっていく

姿を見てきましたが、やはり改革までいくのか、改善なのか、それは分かりませんが、

やっぱり今の現状を見ながら変えていくことは必要ではないかと思います。アナログ

人間と言いながらもお手伝いさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

上條企画財政課長 

 企画財政課長の上條晴彦と申します。 

 私は、財政改革や企画の仕事が長かったものですから、これまでも自立計画、財政

計画に携わってきております。 

 少子高齢化、人口減少ということで、これから本当に人、お金が減ってモノだけ残

るような時代になるんじゃないかというところがございます。ぜひ良い行政改革がで

きればと思いますので、よろしくお願いします。 

 

上條住民福祉課長 

 住民福祉課長の上條文枝と申します。 

 主な仕事は、住民と一番近い距離で接しながら、日々の業務を進めております。特

に国の法律に沿った施策を行い、村民益を上げるという部分が大きな仕事となってい

ると思います。 

 そういった中で頭を柔らかくして、改革、少しでもより良い住民サービスができる

ようにということで、こちらの会で勉強してまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

上條建設環境課長 

 建設環境課長の上條浩充と申します。 

 私は役場の中で携わってきた仕事は大分偏っていまして、主に建設関係の仕事が長

いです。個人の土地を買って、ものを作る、それから壊して新たに作り直す、また修
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繕をするということに携わってきました。いまでもそのような形で仕事をさせていた

だいておりますので、主には建設、ライフラインについて仕事をさせてもらっていま

す。 

 事務的には、新たなものをというのは、気が小さいのか、取り掛かるということが

控えめなところがあって、周りを見ながらやっていくという仕事をしてきたように感

じます。 

 ですので、今回はこの改革を、自分でも勉強になるように作り上げていければとい

う風に思っています。 

 

清沢産業振興課長 

 産業振興課長の清沢光寿と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は、総務にいたときに自立計画等の策定に携わらせていただきましたが、そんな

中でまだまだ課題として考えているのが一番はやっぱり職員の意識改革と、村民の村

づくりに対する思いや意識の向上がないと、何をやっても進まないんじゃないかと考

えています。 

 そんな中で、今回行政改革という中で、もう一度お互いにどうしていくかというこ

とを盛り込めるような計画が作れれば、総合計画を推進できるのではないかと捉えて

おりますので、そういったことで意見を言っていければと思っております。よろしく

お願いします。 

 

上條教育政策課長 

 教育委員会教育政策課長の上條靖尚と申します。 

 仕事でいえば 30数年になりますけれども、農政畑から始まりまして、唯一関わり

がなかったのが福祉畑かなと思いますが、そんな中で今回行革についても今までの経

験を踏まえながら、さらに勉強させていただき、お役に立てればと思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 

中村子育て支援課長 

 子育て支援課長の中村でございます。 

 子育て支援課は本年度より教育委員会の中に設置されました。私は去年まで保育園

のほうで園長をしておりました。今までとは違った方面から色々と子育ての支援をし

ていかれればと思って、いま庁舎のほうに入って勉強しているところですが、また現

場とは違って子育ての政策を考えていくというのはなかなか難しいと感じておりま

す。子育てには多様なニーズがありまして、見直しや新たに考えていかなければいけ

ないところが多くございます。その中でも増原先生がおっしゃったように、いかに実

行の可能性があるかという点からまず検討し、いち早く困っている子育て中のお母さ

ん等に子育ての支援ができるように考えていければと思っております。よろしくお願

いいたします。 
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塚原あさひ保育園長 

 おはようございます。あさひ保育園の園長をしております塚原えつ子と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 私も教育現場が 30数年続いておりまして、２年間児童センターの方に行きまして、

違う環境に入らせていただいた。たった２年離れていただけなんですが、また保育園

のほうに戻ってきましたときに、コロナ感染症予防対策と、会計年度任用職員という

体制が始まりまして、全然２年前と違う体制となりまして、いままで当たり前にやれ

たことができなくなった、やれなくなったという体験を沢山しまして、でもやってみ

たら、こっちの方が良かったかもしれないということも多々経験しました。 

 ずっと長くやっていると当たり前と思ってきたことが、村長が新しくなってすごく

色々変わってきていますが、それにいちいちびっくりしたりしています。見方を変え

て、考えを変えていくともっと良い結果になることもあるんだなと実感しています。

先程ＰＣ化というお話があったんですけど、保育現場はとても大勢の職員がいます

が、パソコンが少ないというのが現実で、私たちも変わっていかなければいけないな

と今改めて考えて、前向きに頑張っていきたいなと思います。 

 今日は勉強させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

幹事会幹事 

各々自己紹介 

 

ＳＣＯＰ鷲見理事長 

 ＳＣＯＰの理事長の鷲見と申します。今回は先ほど村長からご紹介いただきました

けれども、事務局の手伝いということで委託を受けまして、コンサル的な関わりで入

らさせていただいております。 

 朝日村では色々な業務を受注させていただいて、組織の方の色々な仕事の仕方を見

させていただいてますし、県内中心に色々な市町村の方々とも仕事をさせていただい

ておりますので、そういった経験を活かして良い大綱を作って実効性のある取組みに

つなげていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

ＳＣＯＰ木亦主任研究員 

 ＳＣＯＰの木亦と申します。大綱ではアンケートを中心にお手伝いさせていただき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

塩原総務課長 

 総務課長の塩原康視と申します。よろしくお願いいたします。 

 朝日村は行革大綱がしばらくなかったということではありますが、後ほど資料でも

出て参りますが、新しいテーマという中にはいくつか項目がございまして、それを見
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ますと既に各業務で実施している項目があるかと思います。 

 やはり住民のニーズは待ってくれませんので、それを実施してきたということです

が、行革大綱のようなまとまったものがなくて業務を突っ走ってしまうのはやはりい

けないことかと思うので、この機会に一度立ち止まって業務の棚卸ができればと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局 

各々自己紹介 

 

小林村長 

 ありがとうございました。これで全員の自己紹介が終わりました。 

 では、次第にあります会議事項に入りたいと思います。最初に総合計画の説明とい

うことで、企画財政課長からお願いします。 

 

４ 会議事項 

(1) 総合計画の概要 

上條企画財政課長説明 

 

(2) 行政改革大綱の動向及び、村の現状・課題・方向性 

小林村長 

ありがとうございました。続きまして（２）の行政改革大綱の動向、村の現状・課題・

方向性について、そして（３）の業務プロセス、そこまでをＳＣＯＰさんの方で説明

いただいて、スケジュールは事務局から説明お願いします。 

 

(3) 行政改革大綱の業務プロセル及びスケジュール 

ＳＣＯＰ、事務局説明 

 

(4) 質疑応答 

小林村長 

ありがとうございました。かなりボリュームが多い説明をしていただきました。 

ここで、質疑応答ということで（４）に入りたいと思います。今までのご説明で疑問

点等ありましたらお願いします。 

 

上條企画財政課長 

 ６ページで、朝日村の行財政の現状と課題のところの職員数ですが、朝日村の職員

数が大分少ないということでございますけれども、物理的にこれだけ４割位いないと

いうものを財政上実際できるのかということはほぼ不可能に近いと思います。この数

字の根拠がちょっと分からないということと、先程事務事業の棚卸調査ということ
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で、13ページのところで行うということでございますが、小林村長に代わって、昨年

村に裁量がある事業については全部担当評価含めて一旦整理したものですから、もう

一度やらなければいけないのか、確認させていただきたいです。 

 

ＳＣＯＰ 

 ご質問ありました、６ページの表７は総務省が出している数字でございます。102

人という書き方ですが、類似団体ごとの１万人あたりの部門別の職員数を総務省が出

しております。それを朝日村は 4,589人ですので、その規模に合わせた形で補正をか

けているという数値でございます。 

 

上條企画財政課長 

 それは具体的にこれくらいの規模でやっているところが実際にあるということで

すか。 

 

ＳＣＯＰ 

 全国の類似団体別に数値が出ておりまして、それを基に算出しているというもので

す。 

 実際にこの規模でやっている自治体はあるということなんですが、少し補正する必

要がある部分がありまして、類似団体の規模の枠組みは人口 5,000人未満だったか記

憶が定かでないですが、未満という切り方をしているため、人口が例えば 1,000人し

かいないというところも含まれます。そうなると相対的に１人あたりの職員数が増え

るの傾向があるので、少し上越えしている可能性はあります。それを補正したのが図

表６で、これは朝日村の人口±500人ところでやっています。 

 ただ、こちらで見ても朝日村が９人のところ、同じ規模の自治体では 16 人という

のは、統計から持ってきたものになりますので、正規職員数に限っておりますが、こ

ういう実態があるのかなと。またデータでもご確認いただければと思います。 

 

事務局 

 事業の棚卸の話で、昨年実施しておりますが、今年度から進捗管理ということでさ

らに細かい形で各課実施をしていると思いますので、昨年実施した棚卸をさらに精度

を高めた形で実施していきたいと思っております。 

 

小池副村長 

 企画財政課長の質問にも関連しますが、６ページと７ページのところで、職員数で、

朝日村の会計年度任用職員が大勢いるんですが、95人という数字を出していただいた

んですが、フルタイムに換算すると何人くらいになるかということを、また次回で良

いので出していただきたいなと。役場の仕事かもしれないですが、95人って実質人数

だと思いますので、実際フルタイムにするとどのくらいの人数になるか比較したいの
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で、数を出していただきたいなと思います。 

 それともう一つ、７ページの図表８ですが、年齢刻みが４歳刻みになっているのは

何か意図があれば教えていただきたいです。というのは、１歳でも刻み方が違うとグ

ラフの形が変わってくるのではないかと思うので。その辺をちょっと教えていただけ

るとありがたいです。 

 

事務局 

 フルタイム換算のところですが、費用システムの移行でいま何人フルタイムの人が

いるか換算しているところですが、月給制の人、８時半から 17時 15分の勤務を基本

として働いているという方はいま 33人います。それ以外の方は時給制ということに

なります。保育士さんに関しては時給制でも結構長時間働いているという方もいるん

ですが、33人がこのうちの月給制の方で、それ以外の方が時給制で、フルタイムでは

ない方ということになります。まだ換算というところまではできていませんので、ま

た検討したいと思います。 

 もう一つ、先ほどの定員管理診断表の部分で、総務省で出しているあくまでも客観

的な数値ということで、これが全国的にでている数値になっておりまして、朝日村は

毎年全国町村のⅠ-０という中では、正規職員としては少ないと報告されております。

その中でも今年会計年度職員制度が始まりまして、今も調査が結構来ております。実

際会計年度任用職員が何人いて、というような調査も来ておりますので、おそらくそ

ういった会計年度任用職員の方の人数も、よその市町村とも比較しながら、職員推移

というのは今年度こちらの行革並びに定員管理的な部分でも検討が必要だと思って

います。あと、これは単純に全国的な比較でもありますので、たしかに県内でも同規

模な中川村、筑北村…とこちらにある自治体との比較もしてみたいと思っておりま

す。 

 

ＳＣＯＰ 

 先ほどの年齢構成の比較ですが、深い意味はないので、１歳刻みでもデータでも確

認してみたいと思います。 

 

小池副村長 

 ありがとうございます。 

 

５ 意見交換 

小林村長 

 その他に。 

 またあったら後で出してもらって、それでは次第に沿って進めます。 

 今度５番の意見交換ということでございますが、いま現状把握等々見て、もう少し

朝日村の課題等々を共有したいということで意見交換をする場ということになりま
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す。有識者としておいでいただいている先生方、なにか意見がございましたらお願い

します。 

 

増原准教授 

 全般的な話ですが、資料の関係で、全職員対象アンケートをされて、その前に事務

事業の棚卸調査もやると伺いました。全職員対象アンケートをされるときに、調査項

目として、事務事業に関しては触れない方向性でいくのでしょうか。 

 質問項目の中には、あなたは事務事業をどのようにしますか、というのはないと思

うんですよね。そうすると、全職員対象アンケートでは戦略や戦術とかもっと細かい

ことを聞くことになると思うんですけど、そこを聞かなくて良いのかなと疑問に思い

ました。事務事業に関しては別のところでやって、むしろ細かいところを聞くという

方法もありなのかなと思いました。 

 最終的にこちらの総合計画での目標は、基本理念に全部帰着するはずなんですけ

ど、全職員対象アンケートでも、事務事業棚卸でも、今やっている仕事がどの基本理

念に基づいているかを常に尋ねていかないと、ずれるのではないかという思いがあり

ます。逆に言うと、ここで書いてあること以外で、余計な仕事というのはやらなくて

良い、やっちゃいけないという話になります。そこと整合性をとったほうがよろしい

のかなと思いました。それで、最終的に次のステップにいくほうが良いのではないか

という気はしました。 

 あとは、10ページ、11ページですが、基本戦略の中で、ＫＰＩを定めて色々とや

っていきますよ、と話をされていますが、ＫＰＩを定めてこうなるというのはよく分

かりますし、絶対定めるべきことだと思うんですが、どういうことをやって、それが

どう因果関係があるのかというのが少し分かりにくく、もうちょっと外部に示しても

よいのかなと。 

 病院経営の世界で「バランス・スコアカード」といいまして、ＫＰＩに対してどの

ような因果関係でやっていけば上手くいくのかということを全職員、全部門でやろう

じゃないかという手法があります。 

 収益何パーセントアップですというＫＰＩは誰でもわかるのですが、その実現方法

が重要になります。収益を上げるためには、その前に何が必要ですか、このときに体

制づくり、ヒト、モノ、カネ、情報、何を求めていけば最終的にできますか、という

パス、つまり因果関係を明らかにして、仮説を立てられるかが重要になります。その

仮説を実行することで、最終的に収益アップにつながります。皆さんの頭の中に思い

浮かんでいるパスに基づき、これとこれをやれば良いんだ、これはこういうパスで行

くんだ、ということを会議で話し合う機会がないと、ＫＰＩだけで議論が進み実現不

可能なものになってしまうかなという気がしました。以上です。 

 

田中理事長 

 ＳＣＯＰさんに整理いただいたように、行政改革の進め方ですね、やっぱり全国で
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いろんなものがあることは承知しておりますし、たぶん総花的にやろうとすると大変

なことになるので、絞り込みをどこにするかということが大事かなと考えています。

塩尻市の事例で言いますと、先ほどあいさつでも申しあげましたけれど、総合計画の

進捗管理と実施計画の策定、予算が連動するように行政評価の手法を通じてそれを進

めていく、という形にしております。 

 朝日村さんの場合は時期が５か年というスパンということですが、塩尻の場合は３

年ということでございますから、それをビビッドに反映していくためには事中評価と

いうものがあって、その年のうちに翌年の予算に反映していくという手法をとってい

ますので、行政評価のアプローチがあります。 

 それが一点でありますし、経常収支比率は塩尻の場合もう 90行っていますので、

いま 75という数字を見て素晴らしい数字だなと思って、改めて数字を見て驚いたと

ころでございます。 

 それから、棚卸の話が今ございましたが、昨年度された内容がどんな具合なのかは

っきりいたしませんが、事業をどうするかという評価ももちろんあるかと思います

し、もう一つの視点として、事例とすれば、保育園の入所の関係ですね。そのプロセ

スについてもやったらどうかということで、塩尻の場合は、保育園の入所申請の関係

を電子申請に切り替えて、かなり成果が出たというところがございますので、その事

業自体の有り様のお話以外にも、それをどうやっていくのかという部分についてもこ

れやる必要があるのかなと。人間の話が出てくるんですが、人間が足りなければ、必

然的にアウトソーシングするのか、やめるのか。そのような話もあると思いますので、

アウトソーシングという視点も当然必要かなと。すぐに人は育たないところがござい

ますので、そんなことも感じたところです。 

 あと、総合計画の連動ということを私も取り組んだわけですが、実はそこから漏れ

るもの、総合計画の体系から外れてしまうものがどうしても出てきます。それは必要

じゃないのかというと実は必要な部分もございまして、体系に紐付かないものについ

ても計画でやっていきますが、実施計画の中ではそれをカウントしていかない。いわ

ゆる総合計画の体系中で管理していくものは総合計画として管理していきますが、そ

れ以外にどうしても漏れ落ちてしまう大型事業というものもございますので、それと

は別管理みたいな形で、本当はきれいに切り分けられれば良いのですが、総合計画の

体系にすべて紐付かないものも実は出てきてしまっているのが、塩尻市の現状でござ

います。 

 まとまりませんが、そんな感覚です。 

 

小林村長 

 ありがとうございました。この意見交換はカッコいいを言う場ではなくて、自分達

の弱さだとか悪さ加減を皆で共有しあう。逆に強さをもっと伸ばすでも良いと思うの

で、本当に自由で活発な意見をお願いしたいと思います。 
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小池副村長 

 普段感じていることは、ＳＣＯＰさんの大きな方向性の中にも出ているんですけ

ど、職場の体制の見直しというのは非常に感じます。というのは、先ほどから話が出

ている、正規職員が少なくて、会計年度任用職員に頼っているような構造ですとか、

あるいは会計年度任用職員も、村の役場職員のＯＢが非常に多い中でその人の力に頼

っているというところで、正規職員は少ないんですけど、決して総職員数はそんなに

少ないと私は思ってませんが、ただ構成に問題があって、皆さんの力を十分に発揮で

きるような形になってないのではないかと思います。会計年度任用職員に対する正規

職員の遠慮ですとか、あるいはその逆もあるかもしれませんが、なかなかパフォーマ

ンスが十分に発揮しきれていないのじゃないかなと、皆さんの力はそんなんじゃない

のかなという風に思います。その辺がひとつ問題かなと感じています。 

 あとは、こういう時代ですので、ぜひ 10年前と世の中が違いますので、デジタル

ですとか、ＡＩ、ＲＰＡ、ＩＣＴというようなものをうまく使えたらいいなと。それ

をどうやって使えばよいのか私にもまだ分かりませんが、ぜひそういうものを活用で

きるようなものにしていきたいなという思いはあります。 

 

百瀬教育長 

 今日、ＳＣＯＰさんの話などを聞いていて感じたところですが、やっぱり、福祉あ

ふれる元気で明るい村、そこを強調していることとなると、やはり一番の課題は人口

の減少対策だと思っていますが、そこにさっき企画財政課長が言った言葉で、そこに

全職員が立ち向かうというのが良かったなと思いますが、やっぱりそういう方向性が

必要だなと思いました。 

 2060年に 3,100人というチャレンジ目標があるんですが、そこにみんなが立ち向か

っていったときに、私ども教育現場ではそのための施策としては子育て支援であり、

また新たな学校教育の創造であり、ということになると思いますが、いま手はついて

ないですが、やっぱり人づくり環境とか、公民館関係、社会教育の部分、なかなかコ

ロナの中で難しいんですが、そういったサポートを充実させていくことがこれから必

要かなと思います。 

 そういった中で課題としてはやっぱり職員数が絶対的に足りないなというに思っ

ています。ただ、倍必要かというとそうではないと思いますが、やはり現状は、いま

やるべきことにとにかく追われている、いま通常でやらなければならない仕事に追わ

れていて、新しい事業をするといってもなかなか難しいというのはやはりＳＣＯＰさ

んの言うとおりだなと思います。 

 今回、事業の改革を進めるにしても、私が一番大事に思っているのは、職員を一番

の根っこに置かない大綱は、やっぱり紙だけで終わるんだなと思っていますので、や

っぱり１人１人の職員がそのこと、あるいは目標なり課題を明確に理解しているとい

うことが大前提で、職員がそのことに向けてやる気になる、それが醸成されていない

かぎり、おそらく消滅していくということになると思います。 
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 子どもたちが学習をするときに、人からやらされて動くときはほとんど半分くらい

しか力を出さないけれども、自分からこれどうしてなんだ、と思ったり、あるいは面

白い、すごいと思ったときは必ず 100パーセント以上の力を発揮するというのは人間

の道理ですが、やはりそういう関心なり興味なりを引き起こしていく、そのやる気を

引き起こさないと、人が変われば消滅していった事例が山ほどありますので、やはり

そこのところは大事になるかなと思いました。そういう意味では職員向けのアンケー

トをＳＣＯＰさんが考えられているのは非常に大事なことかなと思います。 

 

小林村長 

 さて、皆さんのほうからも。 

 たしかにいま大方の方が言っておられるのは、体制という言葉と、いわゆるマンパ

ワーが足りないということですね。大方がそういうことを思っているということです

ね。 

 それと、副村長から話が出たんですが、いわゆるコンピューターをどうやって使い

こなすかが今後の大きなキーワードとなってくると思います。 

 やっと７月に入って電子決裁を朝日村も始めたんですが、家にいて電子決裁ができ

るような仕組みに早くしていけば、半分の人がいま盛んに言われているテレワーク的

に家で仕事ができるかもしれませんので、早く仕組みをパワーアップしてもらいたい

と思うんですよね。そういったものもひとつかもしれません。いわゆるコンピュータ

ーを使いこなすということをテーマにいきたいですね。 

 それともうひとつ。私ばかり言っていけないんですが、先進事例を学ぶという国・

県・類似組織とありますが、民間の力をぜひここで一回学ぶ企画を取り入れていただ

きたいと思います。全然違います。私達いよいよやっと人事評価制度が始まりますよ

ね。その人事評価制度にあたって、減給や降格だという評価はないわけですよ。ふつ

うにやってたんです。でも民間は違うんです。評価をされて、仕事が一定に達しない

と、降格または減給、そういった非常に厳しい中でみんな切磋琢磨していますので、

ぜひ民間の力も取り入れていけばどうでしょうか。そういう意見が私の中にありま

す。 

 どうでしょう皆さん。産業振興課長。 

 

清沢産業振興課長 

 皆さんのご意見を聞く中で、私自身も一番最初に書いてあった、常識の転換という

言葉を非常に重く捉えています。私自身も通常に動いてきてしまっていたので、本当

に新たな取り組みをここでしっかり切り替えなければならないと思います。 

 私も総務課にいた中で、職員というのは過去に理事者と協議してやってきたもので

すから、職員を採用できなかったというところがあるんですが、やはり一番体制とい

う部分では一番大きく変革しないと意識できないというふうには捉えていますが、そ

こには財政という大きな課題があったものですから、その中はやっぱり調整しながら
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やらなければならないと思っています。 

 もう一つ、広域的な連携という部分で一部やってはいますが、どこまでこういった

広域的なことを考えていくべきなのか分からないですが、前回行革を作るときには市

町村合併ということが大きくあって、その研究を載せた経過がございます。いまは人

口 3,100人を目標にしてやっていくわけですが、どんなことを広域的なところができ

て、職員を採用しなくてもできるかという可能性ももう少し探っていく必要があるの

かなと考えています。 

 もう一点は、職員の育成という部分をしないと、今後採用した職員が私達も 10年

くらい経つと 60歳くらいになってしまうので、育成という部分をどんどん強調して

やっていかなければいけないと思います。なので、ぜひ職員の育成の方針をきちんと

作って意識の持ち方を変えていかなければと思っています。 

 

上條建設環境課長 

 私はいままで建設畑でやってきた中で、考えてきたのが、職員の中で、プロ的な専

門的な知識をもてる研修をしないと育っていかないなという実感があります。どうし

ても専門的なものが必要な部署についても職員数が少なくて研修に出れなかったり、

その中で自分なりに勉強するには限界があると感じました。 

 私は去年の滋賀県の研修センターに３日ほど行かせてもらいましたが、他の市町村

では、その担当になったところでは積極的に専門的な研修を受けて、勉強して、そし

てプロ意識を持ち、事務に携われるようにということを聞いてきました。ですので、

資格はなくても専門性が身に付くくらいの研修ができる体制が整えばありがたいな

と思います。 

 それと、いま建設環境課の中では上下水道、道路、両方とも管理する部署になって

いますが、いままでは住民の皆さんも目に見える道路だとかそういうところを直して

もらいたいという意見が多かったんですが、実際に施設管理をしていると、目に見え

ない地下に埋設されている水道・下水には、どうしても修繕というのは後回しにされ

ている感がありました。ここに来てわたしも勉強させてもらっている中で、一番朝日

村の中で村民の生活に携わる必要不可欠な水道・上下水の耐用年数が過ぎ始めてい

て、やっとここで水道施設、浄水場などの改修をすることができます。 

 ２年くらい前にアセット・マネジメントだとか、ストック・マネジメント計画を作

る中で、このまま朝日村の上下水道が存続できるのかという 100年計画も作られてい

ました。そうすると、計画的に修繕、改修していかないとこの上下水がもっていかな

い、突然あらゆるところで使えなくなってしまうという事態が起きるのも分かって参

りましたので、これから二次修繕、いま橋も修理しているのですが、同じ時期に改修

されたものが同じ時期に他市町村でも修繕が必要となってくるという時代がやって

きます。 

 それに合わせて、職員もそれをどうすれば良いかという勉強をしなければいけない

ですし、対応しなければいけないので、職員の人材育成のためにも外に出て行くよう
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な研修ですね、資格がなくても研修に出れる体制が取れれば良いかなと考えていると

ころではございます。 

 

上條住民福祉課長 

 社会福祉、生活を守る健康づくりというところで、同じ基礎的自治体というところ

で、大きな市も小さな村も国の方針によって同じ量の仕事をこなしていかなければい

けないということで、より村独自の仕事を考える時間がなく、財政的にも苦しいとい

うことを感じています。今年第８期の介護保険計画を、老人福祉計画を向こう３年間

のものを立てる年になっています。 

 いま、高齢者の世帯というのは、高齢者さえも減ってきている自治体があって、介

護施設が空いているといった状況がこの松本地域の中でも出てきているところで、３

年前はそういった声が聞こえなかったんですが、少子高齢化の中で、高齢者さえもい

ない新しい時代に入ってきているんだなというところを感じています。 

 職員の採用につきましても、ここ 10年くらいで保健師の他に社会福祉士もお認め

いただいて、採用していただいたこともありましたが、いま色々な会議に出ておりま

すと、やはり事務職ではなくて、そういった専門職が会議に出て、専門性の高い発言

をしたり、施策の協議をしたりという部分で、いま社会福祉士１名なんですが、40

代後半というところで、新しく引き継げる人材をまた確保していただけたらなと感じ

ております。 

 住民の生活を守る一番身近な部署でありますので、村民の皆様が健康で安心して暮

らせる行政に取り組んでいかなければならないなと思うところです。 

 

上條企画財政課長 

 私は、自立計画を作らせていただいて、やはり合併で交付金が少なくなる以前に、

村に借金があり、経常経費を減らす中で住民サービスを守っていったところがあっ

て、職員が大分減ってしまったのかなということがあったと思います。 

 ただ、ここの職員も補充していかなければならないなと思いまして、これからは人

とお金が、人口が減っていく、分母が減っていってしまうということがあったり、交

付税の算定なんかもどちらかというと人件費よりもアウトソーシングなどに切り替

わっている部分がございますので、そういったことも平行して検討していかなければ

ならないと感じました。 

 やはり財政の関係だと、懸念しているのが、公共施設のあり方や、観光施設だとか

借地の問題とかがありますけど、そういったことをしっかり確認していくべき課題で

はないかと感じております。 

 

上條教育政策課長 

 どういう形で行革大綱を作っていくかということで、説明を聞いていたのですが、

まず、いま副村長や企画財政課長からあったような人的なことと財政的なことがどう
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しても関わってくるところがあって、総務省等から出ている人数的なところがあるか

と思いますが、どうしても規模的なものは同じであっても色々な部分で違いがある市

町村だと思いますので、その辺の違いのところで朝日村としてどういう事業であった

り、人数であったり、財政規模であったり、というところが必要ではないのかなとい

うことで感じました。 

 その中で、まずは行政としてやらなければいけないベースとなる事業というのはど

こも一緒なのかなと思います。ただ、ベースとなる事業の中でも、色々改善できると

ころはあると思うんですが、そういう中で改めて今回総合計画のやらなければいけな

い部分をプラスしたところで、やっていかなければいけない事業が出てくるんじゃな

いかと思いました。それを見る中で、今回の棚卸というのが必要になってくるんじゃ

ないかと思います。 

 それをすることによって、結局職員数というのが朝日村にとってどのくらい必要な

のか、それを維持していくには財政上どれくらい必要なのかというのが見えてくるん

じゃないかと思います。それが見えてくることによって今回の総合計画の村づくりの

基本理念にどう沿った形の計画を作っていけばよいのかということではないのかな

という風に自分なりきに考えてみました。 

 

中村子育て支援課長 

 子育て支援課は今年からということで関わらせていただいているんですが、本当に

いま、子育てにおいては問題がありまして、支援を必要とする子供たちはもちろんで

すが、いま家庭、親への支援、ニュースでも問題になっている虐待や貧困の問題等も

絡んできます。 

 そういうことで子育て支援課が始まったわけですが、まだいろんなことが手探り

で、私自身どういう風に働き方を考えていますが、職員のことですが、専門性という

点では、子ども達のことは分かるんですが、もうちょっと職員が子育て支援課に専門

性のある人を、保健師は置いていただいていますが、保育園の方から職員が上がって

くる場合、やはり新庁舎のほうにもう少し早めに入れて、勉強してからの方がすぐに

仕事ができるんじゃないかと思っていますが、他の市町村のこともまたお聞きしたり

して、考えていくべきだと思っています。 

 

塚原あさひ保育園長 

 人口減少を考えていくと、やはり子育て支援、子育てに家族を呼び込むということ

が大きな課題と思っていて、南箕輪村とか全国的にも子供が若い世代が移住して多い

町で、全国ベスト 10に入っているとかいう地域の話がございまして、魅力があれば

田舎でも住みたい街になり得るという市町村の話を聞きますので、やっぱり子育ての

部分は大事かなと思います。 

 それと、塩尻市の申請時のプロセスとかいう問題もお聞きしたんですが、あさひ保

育園もどのくらいの申請率とか、保育園によこされている方の人数に対して職員が何
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人というのがきちんと対応しているので、どうしても人数が増えてきますよね。多様

な保育ニーズに対応するためには、それだけの体制ができなければいけないので、大

勢の職員が必要ですが、その中でやはり正規職員が給料の面がかかってしまうので、

財政の面を考えると、いままで正規職員の人数を我慢してきたんですが、でも本当の

意味でいろいろな格差があり、資金がかかってしまうのが、どこの保育園の職員も悩

みのひとつなんですが、本当の意味で良い、中から外から魅力のある子育てを目指す

のであれば、適正な人数の正規職員がいれてくださるのが嬉しいなと前向きに捉えて

います。本当に無駄なことを省く、いままで何十年もやってきて、でもこれをやって

本当に必要なんだって、コロナのことがあって気づいたんですが、かえってやめるこ

とでスッキリするようなこともあるので、新しい感覚で考えていかなければいけない

問題かなと思います。よろしくお願いします。 

 

塩原総務課長 

 今日の資料の行政改革のテーマのところで、自分達はいま何に取り組んでいるのか

なというところで、この形となっています。 

 例えば人材育成のところでは、今年から人事評価がスタートしました。働き方改革

では時差出勤とかですね、テレワークについても今年度実施するように検討中という

ところですね。電子決裁については電子申請及び文書管理システムを７月１日からス

タートしたということ、指定管理制度の活用という面ではなかなか活用できなかった

ので、今年度管理制度の見直しに取り組んでいるところです。 

 地域活動や NPOというところでは、協働という面では直接関与していませんが、い

ままで地区のあり方ということで、地区の整備を行政区画審議会でスタートしており

ます。 

 ペーパーレスというところでは、テレワークを活用し、庁舎内でもペーパーレスを

やろうということで検討中ということになっています。ということで、行政改革のテ

ーマがもう既に走り出しているところが各業務あるわけですが、元々行革大綱がない

中で走り出しているので、いま走り出している業務が必要なものかどうかというとこ

ろも見つめ直すときではないかと思います。 

 今回の行革のテーマの中で自分的に気になったところは、根拠に基づく政策形成と

いう、やはり言われたからやるということをやっているとなかなか良い村づくりにな

らないのではないかと。幸い今回総合計画がつくられましたので、新しい目指すとこ

ろが確定しましたので、それに向けてどういう根拠をもって仕事をやるのかというと

ころが重要だと感じているところです。 

 

小林村長 

 一応各課の皆さんに意見をいただきました。２人の先生方、追加で意見がございま

したらお願いいたします。 
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増原准教授 

 意見ではなく情報提供です。先ほど上下水道の老朽化の話が出ていましたが、日本

全国で同じような話題がありまして、岩手県の矢巾町というところが、こういったこ

とに関して住民に参加してもらってもっと費用を負担してもらおうではないかと合

意に取り付けた事例があります。 

 フューチャーデザインという手法で合意を形成しており、岩手県矢巾町のフューチ

ャーデザインでお調べになってもよろしいかと思います。ＳＣＯＰさんがフューチャ

ーデザインをやられていますので、もし情報が必要でしたらご参考にしてください。 

 もう一つは介護の話です。国民健康保険については、保健師の派遣は県がやってま

すので、保健指導をする保健師が足りないときは県にご相談されるのが一番よいかと

思います。 

 

田中理事長 

 先ほどお話の中で、公共施設の関係で、たぶんファシリティ・マネジメントの計画

等立てられてきていると思いますので、塩尻市でも大分減らしていまして、無償でも

ＮＰＯが使いたいというのであれば、そういうところに出していったり、そういうス

リム化はＫＰＩを作りながら進めているところ、これも事例紹介になります。  

 それから、全体の進め方の中で、やはり職員の意識改革はなかなか難しいです。た

ぶん事務局の中で進めて行くにもヘルプデスクのような気軽にお話しできる方を設

定いただくか、あるいは、塩尻市では夜時間外にみんなが集まって、飲まずにわいわ

いと仕事の話をしながら、ということもやってました。飲み会とは別にして、真面目

に仕事の話を時間外にやったことがありました。お忙しい中とは思いますが、自発的

なことでもありますが、こういうテーマでお話しない？といった投げかけをして、市

の会議室を使って時間外にやったようなこともあります。超勤もつかずにやりました

が、そんな場をつくれば自由な意見も出やすいのかなというところが一点あります。 

 また、先ほどプロセスの話をした中で、たぶん皆さんもご存じだと思うんですけど、

ＲＰＡ、ソフトウェアのロボットが単純作業をどんどんやってくれるということもご

ざいますので、我々も使い始めたばかりなのですが、いままで紙ベースでやってきた

ことを電子でやると、ロボットが勝手に振り分けしてくれて、事業的にも３割くらい

の力で同じことができるというようなものもありますので、その辺の研究も進めてい

ただければと思っております。 

 

小林村長 

 いろいろご意見ありがとうございました。 

 最後に私からひとつだけ、いままでの資料の中にもありましたが、切り口として、

冒頭申したように、ゼロベースだとか、いまの仕事をぶっ壊すだとか、言葉はきつい

ですけどね、資料の中ではスクラップアンドビルドというような言葉で書いてありま

す。 
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 それで、いまはもう時代が違うんだという認識を持ってもらいたいと思います。ス

キー場どうするかと色々言う、そうするとね、時代が違うんです。30年前の村長と今

の村長と全然違う。30 年前は、ああいった観光施設をどんどん作って住民福祉を向上

させようといってそれはそれで上手くいっていました。そのときには皆それに乗っか

って、世の中がそういう景気でしたからね、みんながそういった楽しみ方をした。そ

したら次の村長は、維持をする、その次も維持。私になったらそいつをぶっ壊すとい

うところになっちゃいました。時代が違うんですね。使う人の時代が違う。今の若者

は全然見向きもしない。 

 だから、今の時代に合った風に、世の中を作り変えていくというのが、もしかした

らこの改革のひとつの重要なキーワードなのかなと思います。 

 ということでこれからもっともっと皆さんの意見を出してもらって、新しい大綱を

作っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは最後に事務局からお願いします。 

 

事務局 

次回の会議日程のお知らせ 

 

６ 閉会（塩原総務課長） 

 それでは、以上をもちまして、第１回朝日村行政改革推進本部会議・幹事会を閉会

といたします。長時間にわたりありがとうございました。 

 

 


